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【目的】　fi 港返M を日前にした昨今、中国本土に進出する企業が急増している。海外進

出に関する先行研究によれば、その成 否の最大要囚は海外派遣者の配偶者の現地m 境への

適応であるとされる（TiiiiG, R. L, 1982）。では、日本の企業から中国の首都、北京に派遣さ

れた勤労者の配偶者の適応状況はどうであろうか。フィールド・ワークに備えるアンケー

ト調査によって、彼反たちの生活と意識の概況を把握しておきたいと考えた。

【方法】　］｡f)!)G年９月、北京日木人会婦人部の旨力を得て、調査票100SI5 を配布。有効票

75部を回収した。　v 答者の平均年齢は37歳。同居子を持つ割合は5G％（うち、81％が学

齢期にある) 。f!i}在川間は２年以上～3 年未mm が最も多く（39％）、夫の勤務先業種は、

商業、金融・保険業、サ ー－ビス業といった非製造業が多数を占める（05 ％）。

【結果】 （Ｄ 出国前3 か月まで仕事を持っていた者は25％おり、その68 ％がフルタイム

l隋であった。（2 ）転居により子供と別居となった者は13％、親との別居は5 ％であった。

（3 ）夫への同行を肯定している者が過半数（67％）を占めたものの、［問題はあるがあき

らめている］人も16％いた。（4）北京での生活全般について、大半の人（89％）が「慣れ

た」と答えでいるが、術生・医療山iにはストレスを感じており（84％）、満足度の評価で

も、満足派は半数をわずかに越えるに留まっていた（55 ％）
 
 (5 ）実際、家族の病気やケ

ガ「経験者:tlP.％）の治療先としては、当地の医療施設に次いで、一峙帰国という手立て

をとった人が目立ち、また、今最も必要だと思う支援・柵祉制度としても、「健康診断の

管理」が第 一位に挙げられていた。
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ニュ ―ワークとジェンダーについての一考察

－ワーカーズヽコレ クティブを対象に一
嶋崎　東子（お茶の水女大 ）

るのではなく、自営業でもない新しい働き方（ ニューワーク）をする人

た。その典型的なものに、ワーカーズ・コレクティブ（働く者が組織の
ら経営に参加するような働き方 ）がある。本研究では、生活クラブ生協
たワーカーズ・コレクティブを対象として行なった調査を利用し、その
自身のエンパワーメントとなっている面を確認するとともに、女性ゆえ
題について明らかにしたい。
月に行なったアンケート調査を中心に、資料・文献研究とヒアリングに＜方法＞1995年7 月に行なったアンケート調査を中心に、資料 一文献研究とヒアリングに

よって収集された情報などを加味して考察する。アンケート調査は、ワーカーズ・コレク
ティブの各グループの代表者を対象とした団体調査と、メンバー個人を対象とした個人調
査により成る。分析対象グループは、東京都、神奈川県、千葉県の75グループ、分析対象

者はそれらのグループに所属するなかの297 名である。
＜結果＞メンバーの多くは、地域社会における生活、環境、福祉などの向上をめざし働い
ている。また、グループ内で、あるいは他のグループとのネットワークを通じて友人を得
ることも望んでいるとともに、実際に人間関係への満足度も高い。しかし、多くのメンバ

ーが、自らの仕事を事業として認識しているにもかかわらず、時給面などではパートタイ
ム労働よりも低い場合もあるというのが現状である。「非営利であることと、ある程度の
収入を求めることは矛盾しないのではないか」という考えを持ちながらも、低収入である

ことに甘んじなくてはならないのが現実なのである。
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